













昭和 46 年 7 月 14 日






























真をっくり、乳頭縁、乳頭から 1 手印員径はなれた部位、 2 乳頭径はなれた部位の 3 点において血管径
を計測した。網膜動脈径の算出は乳頭横径から換算する方法に従った。
〔成績〕

































行して進行すると考えられていた。著者は昭和 38 年以来、 大阪、秋田両地区において眼底所見を
中心とした高血圧症の疫学的研究を実施しているが、本研究に1すいて、①細動脈硬化のすすんでいな
い高血圧者では、高血圧性変化としての狭細所見が著明に出現するのに対し、②細動脈硬化の存在す
る高血圧者では、硬化性変化に修飾されて狭細の程度がよくあらわれるという事実を明らかにした。
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したがって高血圧眼底を判定するにあたっては高血圧の持続、細動脈硬化の存在を考慮にいれて高血
圧性変化を診断する必要のあることを指摘した。このことは新しい知見であり、今後の高血圧症の疫
学的研究に資するところ大であるとともに高血圧眼底所見の判定に一つの指針を与えたものといえる。
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